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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ｰ

ご
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ま
す
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〃
君
田
の

さ
さ
ら
″

す
。
ま
た
、
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

も
同
時
に
受
賞
さ
れ
、
さ
ら
に
今
後
の

涌
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
市
指
定
の
無
形
文
化
財

〃
君
田
の
さ
さ
ら
〃
が
、
五
十
六
年
度

県
の
ば
ら
賞
を
受
け
ま
し
た
。

二
六
○
余
年
の
伝
統
を
も
つ
も
の
子
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今

市長

鈴木藤太

二華 E三

両我逗

鈴木一

力
に
支
え
ら
れ
て
、
市
政
か
順
調
に
発

展
の
道
を
歩
み
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ご

同
慶
と
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

本
年
は
、
高
萩
市
総
合
振
興
計
画
の

第
三
次
基
本
計
画
の
二
年
目
に
あ
た
り

大
き
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
の
中
で
、

市
民
の
生
活
の
充
実
と
向
上
を
め
ざ
し

て
、
さ
ら
に
一
層
の
努
力
を
必
要
と
す

る
責
任
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
公
共
下
水
道
事
業
を
さ
ら
に

強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
着

手
し
た
秋
山
小
学
校
改
築
工
事
の
早
期

完
成
や
、
松
岡
中
学
校
の
改
築
に
つ
い

け
士
よ
｛昭

和
師
年
の
年
頭
に
あ
た
り
市
議
会

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
護
ん
て
新
年
の

こ
あ
い
き
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
、

市
民
の
み
な
き
ん
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
皆
様
方
の

ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

高
萩
市
政
も
市
民
各
位
の
縦
い
ご
理

解
と
、
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
着
々
と
発
嵯
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ご
同

慶
の
至
り
と
存
じ
ま
す
。

本
市
の
大
き
な
行
政
課
題
で
あ
り
ま

す
常
磐
自
動
車
道
の
建
設
計
画
も
、
関

係
機
関
並
び
に
地
域
の
方
々
の
ご
協
力

輝
か
し
い
昭
和
師
年
の
初
頭
に
あ
た

、
謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
あ

市
民
各
位
の
平
素
の
ご
理
解
と
ご
協

三

ー

二

て
も
準
備
か
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
努
力

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
懸
案

の
市
立
図
耆
館
建
設
に
も
ぜ
ひ
着
手
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

福
祉
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
春

県
内
四
番
目
の
重
度
身
障
療
謹
施
設
が

市
内
に
オ
ー
プ
ン
す
る
の
を
は
じ
め
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
建
設
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
あ
た

た
か
い
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
」

市
民
生
活
の
活
力
の
源
泉
で
あ
る
産

業
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
商
工
業
界
の

涌
発
な
意
欲
に
積
極
的
に
応
え
る
と
と

も
に
、
農
業
生
産
の
基
盤
づ
く
り
と
も

い
え
る
ほ
場
整
備
事
業
を
上
手
綱
地
区

の
も
と
に
、
昭
和
創
年
の
供
用
開
始
を

目
途
と
し
て
順
調
に
作
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
大
北
川
総
合

計
画
の
具
体
化
、
広
域
公
共
下
水
道
事

業
計
画
の
推
進
、
臨
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
構
想
等
：
：
：
豊
か
な
情
操
と
優
れ
た

創
造
力
の
も
と
に
、
三
万
市
民
の
英
知

を
結
集
し
て
、
大
咽
プ
ロ
ジ
下
一
ク
ト
の

展
開
を
は
か
る
こ
と
が
新
し
い
年
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
か
と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
下
の
社
会
経
済

状
勢
は
ま
こ
と
に
厳
し
く
、
特
に
地
方

日
流
体
を
と
り
ま
く
諸
般
の
情
勢
は
容

易
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
ど

も
議
会
人
は
、
こ
れ
に
屈
す
る
こ
と
な

く
、
現
状
を
深
く
認
識
し
、
勇
気
と
英

二

で
蕊
壕
群
誌
歸
愚
ｅ
⑤
④
、
卿

業
振
興
に
つ
い
て
も
、
国
・
県
の
施
策
一

窯
蕊
鯏
壕
謂
登
全
議
案
を
里

厳
し
い
財
政
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
施
一
第
４
回
定
例
市
議
会

策
を
進
め
て
行
く
こ
と
は
、
決
し
て
容
一
第
４
回
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
十

易
な
｝
｝
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
磐
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十
六
日
間
の

自
動
車
道
の
建
設
を
前
に
、
新
し
い
歴
一
会
期
て
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
報
告
三

史
の
創
造
の
時
期
の
市
政
を
担
う
使
命
一
件
、
議
案
十
二
件
な
ど
が
、
い
ず
れ
も

を
胆
に
銘
じ
て
、
市
民
各
位
の
一
一
協
力
一
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
〕

の
も
と
に
、
明
る
い
豊
か
な
ま
ち
ゞ
つ
く
一
ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
や
議
会
運

り
に
迩
進
す
る
決
意
で
《
一
ざ
い
ま
す
の
一
営
委
員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
次

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
一
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
一
○
委
員
長
、
Ｏ
副
委
員
長
（
敬
称
略
）

り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
一
▽
総
務
委
員
会

か
た
」
‐
し
＋
よ
手
９
０

－
○
安
村
実
Ｃ
鈴
木
本
成

第
４
回
定
例
市
議
会

第
４
回
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
十

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十
六
日
間
の

会
期
て
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
報
告
三

件
、
議
案
十
二
件
な
ど
が
、
い
ず
れ
も

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
や
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
次

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

○
委
員
長
、
Ｏ
副
委
員
長
（
敬
称
略
）

▽
総
務
委
員
会

、
安
村
実
Ｃ
鈴
木
本
成

④

断
と
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
あ
た
り
常
に

執
行
機
関
と
相
協
調
し
、
財
政
の
許
す

限
り
最
大
の
行
政
効
果
を
あ
げ
る
た
め

一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
《
へ
き
年
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
議

決
機
関
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
つ

つ
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
期
待
に
そ
う

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
閥
い
申
し
あ
げ
、
昭
和
師

年
か
市
民
の
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

ル
ー
ハ
岸
」
ｉ
し
土
手
ナ
リ
。

二

二

赤
城
榑
平
正
三

篠
原
新
一
郎
仏
川
安
応

▽
文
教
厚
生
委
員
会

、
寺
岡
七
郎
Ｃ
佐
藤
隆
一

近
藤
孝
一
大
部
勝
央

飯
田
邦
昭
鈴
木
茂

▽
経
済
委
員
会

◎
郷
土
行
男
○
矢
代
洋
三

芳
賀
藤
一
郎
石
井
昭
春

鈴
木
徳
男
鈴
木
好
之

▽
建
設
委
員
会

、
渡
辺
賢
太
郎
Ｃ
細
金
秀
隆

大
高
一
雄
鈴
木
一
二

根
本
栄
吉
田
秀
吉

▽
議
会
運
営
委
員
会
委
員

ロ
吉
田
秀
吉
○
石
井
昭
春

小
城
博
芳
賀
藤
一
郎

寺
岡
七
郎
鈴
木
茂

根
本
栄
佐
川
安
応



60年度を目標に

策定

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
高
萩
市
の
あ
る
べ
き

姿
、
進
む
べ
き
将
来
像
を
示
そ
う
と
す
る
も

の
こ
れ
が
高
萩
市
総
合
振
睡
計
画
て
す
。

こ
の
計
画
は
、
昭
和
六
十
年
度
を
目
標
と
す

る
三
本
信
想
が
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
に
策

定
さ
れ
、
四
十
七
年
度
か
ら
五
十
年
度
ま
で

の
四
年
間
は
、
「
第
次
呈
本
計
画
Ｌ
を
策
定

ー

し
、
計
画
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
五
十
五
年
度

ま
で
の
五
か
年
を
目
標
年
度
と
す
る
「
第
二

次
墓
本
計
画
」
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
年
度
（
昭
和
六
十
年
唐
ら
を
迎

え
る
に
あ
だ
り
、
五
十
六
年
度
を
初
年
度
と
す

る
「
第
三
沢
呈
本
計
画
が
帝
王
正
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
帆
業
機
会
を
充
足

す
る
工
業
川
地
の
造
成
、
地
域
間
の
交

流
を
高
め
る
枠
線
辿
路
綱
の
推
伽
、
地

場
資
湖
を
禰
用
し
た
畜
産
業
の
推
測
な

ど
の
施
策
を
推
進
し
て
き
た
結
果
、
昭

和
Ⅲ
十
七
年
以
降
、
市
全
体
と
し
て
は

増
加
の
傾
向
に
転
じ
て
き
て
い
る
“

今
後
は
、
住
宅
団
地
の
開
発
、
土
地

区
画
整
備
事
業
に
よ
る
宅
地
化
の
進
展
、

新
た
な
企
業
の
立
地
、
常
磐
自
動
車
直

の
建
設
、
工
都
日
立
市
の
外
延
化
な
ど

社
会
的
、
維
済
的
諸
条
件
の
幣
備
に
伴

い
、
人
口
は
し
だ
い
に
蛸
加
す
る
も
の

と
予
想
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
に
は
、
三

人
口
の
み
と
お
し

人
凹
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
炭
鉱
の
あ
い

つ
ぐ
閉
山
と
、
全
国
的
な
人
口
の
都
市

集
中
化
の
現
象
な
ど
に
よ
り
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
、

二
九
、
○
○
○
人
余
り
ま
で
戒
少
し

み
よ
い

生
活
環
境
づ
く
り

土
地
の
利
用

地
域
の
発
展
に
伴
い
巾
街
地
周
辺
と

台
地
で
の
士
地
利
川
の
推
移
に
著
し
い

も
の
か
あ
る
。
工
業
の
集
積
や
、
都
市

化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
効
率
的
な
土

地
利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
土
利
用
計
画
、

道
路
網
は
、
国
道
、
県
道
を
幹
線
道

と
し
て
市
道
が
こ
れ
を
袖
先
す
る
形
で

形
成
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
蟠
伽
は
立
巡

れ
て
い
る
。

常
磐
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
沿
線

の
環
境
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、
早
期

建
設
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
高
萩
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
連
絡
す
る
道
路
と

し
て
、
都
市
計
画
街
路
３
．
３
・
皿
号

お
よ
び
市
道
矼
号
な
ど
の
整
備
と
同
時

に
、
県
道
高
萩
里
美
線
と
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
雌
備
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
尚
杁
市
川
川
）
の
策
定
、
都
市
汁
川
法
に

雄
づ
く
計
山
的
な
市
街
化
の
推
進
、
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
よ
る
優
良
農
地

の
確
保
、
県
、
地
域
振
興
整
備
公
団
お
よ

び
隣
接
市
町
と
の
調
整
な
ど
、
調
和
の

あ
る
発
展
に
努
め
ま
す
。

川
、
○
○
○
人
を
予
想
し
て
い
ま
す

市
営
仇
宅
に
つ
い
て
は
、
と
朽
化
の

道
路
網
の
整
備

住
宅
供
給
の
誘
導

ー

解
消
と
居
住
環
境
の
改
善
を
は
か
り
な

が
ら
建
椿
鴫
業
を
進
め
ま
す
。

仏
宅
公
社
が
打
っ
て
い
る
小
咄
川
地

の
早
期
光
成
を
帷
進
す
る
と
と
も
に

こ
れ
に
隣
接
す
る
地
区
に
つ
い
て
、
被

極
的
に
宅
地
化
、
市
街
地
の
拡
大
を
図

り
な
か
ら
住
宅
需
要
に
対
処
し
て
い
き

ま
す
。公

園
、
緑
地
の
整
備

本
市
の
公
嗣
の
整
備
状
況
は
、
児
童

公
園
十
一
か
所
、
そ
の
他
の
公
園
三
か

川
で
総
川
仙
二
九
・
五
九
稀
と
な
っ
て

い
ま
す
。

公
圃
の
雛
伽
は
、
良
好
な
勝
住
環
境

の
確
保
、
余
暇
の
有
効
な
活
用
と
い
う

観
点
か
ら
、
子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
お
よ
び
災
害
時
の
避
難
場
所
と
な
る

公
園
の
確
保
、
家
族
ぐ
る
み
地
域
ぐ
る

み
で
憩
え
る
公
園
の
設
置
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

河
川
の
整
備

関
根
川
、
開
帳
加
川
、
花
凹
川
、
竜

丁
川
に
つ
い
て
は
、
改
修
中
で
あ
り
、

塊
川
は
五
十
六
年
度
に
着
手
し
ま
す
。

他
の
河
川
は
、
米
改
修
の
状
況
に
あ

る
た
め
、
一
○
○
：
Ⅷ
前
後
の
降
雨
か
あ

る
と
増
水
し
、
人
家
、
農
作
物
な
ど
に

か
な
り
の
被
害
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
流
域
開
発
が
進
む
に
つ
れ

未
改
修
地
域
の
早
期
改
修
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

海
岸
の
保
全

本
市
の
海
岸
線
は
、
南
北
六
・
四
↑
》
。

(3)



灯
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
最
近
楜
流
の

変
化
や
高
潮
に
よ
る
浸
食
が
激
し
く
、

防
災
お
よ
び
海
岸
の
多
目
的
利
川
や
、
風

致
保
存
の
観
点
か
ら
有
効
な
施
策
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
榔
岸
堤
防
や
、
離
岸
堤
の
般

置
を
促
進
し
、
海
岸
の
保
全
と
瓜
致
の

保
存
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
”

下
水
道
の
促
進

本
市
は
、
水
資
湖
に
は
恵
ま
れ
て
お

り
、
花
貰
ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
、
必

要
量
は
一
応
確
保
さ
れ
た
も
の
の
今
後

の
都
市
化
の
進
展
と
、
生
活
水
準
の
向

上
な
ど
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
増
大
す
る

こ
と
か
予
想
さ
れ
ま
す
。

公
共
下
水
道
は
、
昭
和
五
十
五
年
三

月
に
国
の
認
可
を
得
て
、
五
十
五
年
度

よ
り
高
浜
町
か
ら
工
事
を
着
工
し
た
。

住
民
保
健
の
充
実

住
氏
の
健
康
、
医
療
に
つ
い
て
は
、

蚊
急
医
療
体
制
、
休
日
診
療
、
住
民
検

診
、
保
健
施
設
活
動
な
ど
、
医
療
機
関

の
協
力
の
も
と
に
実
施
し
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

住
民
の
健
康
保
持
は
、
行
政
的
な
配

慮
や
、
医
療
の
み
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
住
民
Ｈ
，
身
が
、
「
自
・
分
の

健
康
は
ｎ
分
で
守
る
」
と
い
う
認
縦
を

側
ち
自
ら
の
Ⅲ
党
と
努
力
に
よ
り
こ

れ
を
維
持
坤
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

保
他
術
要
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域

医
師
会
の
協
力
を
え
な
が
ら
、
他
康
州

淡
、
仙
服
教
育
、
雌
康
診
代
な
ど
の
内

容
を
允
夫
さ
せ
る
と
と
も
に
、
保
鯉
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
Ｎ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
の
健
康
に
対
す
る
意

識
を
杵
発
す
る
た
め
、
健
康
都
市
の
宣

言
を
行
い
、
総
合
的
健
康
づ
く
り
連
動

一
》
）

市
公
共
下
水
道
基
本
計
画
で
は
、
八

○
一
・
○
五
稀
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

実
施
計
画
区
域
は
、
駅
束
・
西
の
一
九

八
・
○
満
で
、
こ
の
区
域
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
一
年
腱
供
用
開
始
を
目
標
に

工
聰
を
進
め
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

呪
作
、
と
く
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る

健
康
で
明
る
い

地
域
社
会
を
め
ざ
し
て

を
推
進
し
ま
す
“

福
祉
の
総
合
的
施
策
を

高
齢
化
社
会
の
進
腱
に
伴
い
、
と
人

を
と
り
ま
く
生
活
環
境
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
過
人
は
、
永
年
に
わ
た
り

社
会
の
進
嵯
に
寄
与
し
て
き
た
功
労
荷

で
あ
る
か
ら
、
と
人
か
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
と
後
が
で
ぎ
る
よ
う
適
切
な

施
鞭
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

獣
体
障
害
荷
の
施
漿
で
は
、
祉
会
腹

帰
対
策
、
雇
川
対
漿
な
ど
総
合
的
岫
峨

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

児
喰
か
、
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に

行
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
家
庭
機
能
の

強
化
を
は
じ
め
、
雌
全
な
遊
び
場
の
硴

侃
、
地
域
渦
動
の
碓
進
、
児
蹴
柵
祉
施

激
の
蟠
怖
な
ど
械
械
的
に
帷
血
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
母
子
、
寡
婦
家
庭
に
対
し

て
は
、
母
子
福
祉
法
な
ど
の
制
度
涌
用

を
図
り
な
か
ら
適
切
な
施
策
を
識
じ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
燃
物
の
ご
み
お
よ
び
机
大
ご
み
に
つ

い
て
は
、
埋
立
て
処
分
地
に
処
理
さ
れ

て
い
る
が
、
限
界
が
あ
る
の
で
、
発
生

量
に
応
じ
た
投
棄
場
所
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
資
源
の
叫
利
川
や
、
家
処
珊

を
し
、
排
川
地
の
帷
減
を
す
る
な
ど
、

巾
趾
あ
げ
て
の
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
を
排
進
す
る
必
喫
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
地
域
社
会
の
な
か
で
こ
れ
ら

の
人
び
と
を
支
え
て
行
け
る
よ
う
な
、

住
此
の
辿
怖
意
識
に
根
ざ
し
た
相
兀
扶

助
体
制
づ
く
り
か
必
要
で
あ
り
、
住
趾

参
加
の
禰
祉
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
側
を
努
め
て

い
き
ま
す
。

人
命
の
安
全
を

人
口
釘
琳
川
、
建
物
の
高
層
化
な
ど

滿
喫
の
恥
川
と
と
も
に
、
多
様
化
が
予

測
さ
れ
る
の
で
、
淌
防
休
川
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
水
の
災
脊
、
地
族
災
害

な
ど
も
、
地
域
防
災
什
川
と
懐
合
帷
を

刈
り
、
「
人
命
の
安
全
」
を
雄
大
Ⅱ
媒

に
応
急
対
箙
、
雌
州
訓
練
の
実
施
な
ど
、

総
合
的
対
砿
を
進
め
ま
す
。

公
害
の
未
然
防
止

企
業
進
出
、
そ
の
他
の
開
発
が
急
速

に
進
み
、
ま
た
、
地
域
住
此
の
生
橘
様

式
の
向
上
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
、
生
活

環
塊
の
変
化
か
予
川
さ
れ
、
社
会
情
勢

蝿

（
》

:fL

患撫

灘i
屯L島

『,ヤ
‘、

￥

Ｊ
誰
妥

」
Ｌ

種』。
｜
・
一
‘

た

に

対

応

で

き

る

よ

う

に

、

市

公

害

防

止

条
例
の
見
直
し
や
、
市
氏
参
加
に
よ
る

公
害
未
然
防
止
、
環
境
美
化
、
公
害
発

生
源
の
監
視
、
儲
川
な
ど
の
体
制
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
の
推
進

本
市
の
交
通
半
故
は
、
年
々
垪
川
傾

向
に
あ
る
が
、
死
傷
者
数
は
、
減
少
傾

向
を
郡
し
て
い
る
」
貯
年
連
低
者
の

マ
ナ
ー
の
欠
如
に
よ
る
重
大
聿
故
が
催

を
た
た
な
い
。
さ
ら
に
、
小
川
台
数
と

免
肝
取
俳
者
の
数
は
、
年
々
岫
川
し
、

辮
故
の
発
生
数
が
叩
え
る
も
の
と
予
測

さ
れ
、
』
父
迎
安
全
施
孜
の
懐
愉
や
ド
ラ

イ
バ
ー
の
』
父
迪
安
全
教
育
の
徹
底
か
望

ま
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

心
の
ふ
れ
あ
う
住
み
よ
い
地
域
社
会

は
、
住
民
柑
互
の
連
帯
と
、
信
柧
の
う

え
に
た
っ
て
は
じ
め
て
築
か
れ
る
も
の

で
あ
り
、
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
の

ゾ

ノ一

墓
薑

､
÷ 、
ベ

?
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基
本
的
条
件
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
活
動
の
罐
盤
と
な
る
集
会
所

な
ど
の
施
設
、
公
民
館
な
ど
既
存
の
施

心
の
豊
か
さ
を
は
ぐ
く
む

教
育
と
文
化
の
振
興

設
と
調
整
を
図
り
な
か
ら
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
と
あ
わ
せ
計
画
的
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ュ
形
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
幼
児
数
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
保
育
所
と
の
関
連
や
私
立
幼
稚

園
の
設
置
に
配
慮
し
な
が
ら
、
施
設
の

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
教
育
で
は
、
危
険
校
舎

の
改
築
や
プ
ー
ル
の
設
置
を
計
画
的
に

進
め
、
緑
化
事
業
や
教
育
機
器
の
整
備

充
実
を
図
り
、
救
育
環
境
の
整
備
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
市
の
公
民
館
は
、
中
央
公
民
館
を

含
め
て
二
十
一
館
あ
る
が
、
公
民
館
の

機
能
を
充
実
し
、
他
の
集
会
施
設
と
の

調
嬢
を
図
リ
な
が
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
施
設
設
備
を

拡
大
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
読
書
活
動
を
助
長
す
る
た
め

母
親
文
庫
や
読
書
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、

さ
ら
に
は
、
気
慨
に
利
用
で
き
る
図
書

館
の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

芸
術
・
文
化
の
振
興

文
化
会
館
の
事
業
は
、
優
れ
た
芸
術
、

芸
能
に
ふ
れ
る
機
会
や
、
文
化
活
動
へ

の
参
加
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
が
、

教
育
環
境
の
整
備

社
会
教
育
の
充
実 ー

市
民
参
加
に
よ
る
運
営
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
郷
土
芸
能
も
、
先
人
の
築
い

た
誇
り
高
い
伝
統
芸
能
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
後
継
者
の
育
成
な
ど
保
存
の

た
め
の
施
策
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
文
化
財
は
、
歴
史
的
、
学

術
的
に
も
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
本
市

の
歴
史
に
関
す
る
資
料
や
、
文
化
的
逝

産
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
民
俗
資
料
の
保

存
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

余
暇
の
有
効
利
用

近
年
、
健
康
や
体
力
増
進
へ
の
関
心

の
高
ま
り
や
、
余
暇
時
間
の
増
大
な
ど

豊
か
な
農
村
地
域
社
会
を
形
成
す
る

に
は
、
活
力
あ
る
地
域
農
業
の
賑
興
を

図
り
、
土
地
基
盤
悠
備
、
近
代
化
施
設

整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、
優
良
農
地
の

保
全
と
経
営
の
近
代
化
を
目
途
に
農
業

構
造
の
改
善
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

森
林
資
源
は
、
木
材
の
生
産
の
ほ
か

国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
自

然
環
境
の
保
全
、
お
よ
び
形
成
な
ど
の

公
益
的
機
能
を
通
じ
て
、
市
民
生
活
の

う
え
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

林
業
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
し
、
経

営
の
近
代
化
に
努
め
て
行
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

農
・
林
業
の
近
代
化

活
力
あ
る
明
日
を
築
く

産
業
の
振
興

工
業
の
振
興

中
小
企
業
の
振
興
を
図
り
、
当
面
の

不
況
か
ら
脱
出
を
め
ざ
す
と
と
も
に

雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
工
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

比
鮫
的
忠
ま
れ
て
い
る
工
業
立
地
条

件
を
最
大
限
に
生
か
し
、
一
層
椚
発
な

活
動
が
営
め
る
よ
う
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
、
斬
規
学
卒
者
の
地
元
枇
職
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
中
高
年
齢
者
の

雇
用
安
定
対
策
を
満
じ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
北
臨
海
一
三
ｌ
タ
ウ
ン

計
凹
に
対
応
し
、
地
理
的
諸
条
件
を
勘

案
し
、
団
地
の
拡
張
を
検
討
し
て
い
き

に
よ
っ
て
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ゞ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
活
発
化
し
て
き

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
ス
ポ
ー
ヅ

レ
ク
リ
Ｔ
－
ｌ
シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
や
指

導
者
の
養
成
な
ど
の
検
討
を
図
っ
て
い

圭
一
，
ま
才
、

市
民
憲
章
の
推
進
は
、
市
民
と
し
て

の
誇
り
と
、
自
覚
を
高
め
な
が
ら
帆
広

い
活
動
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
に
、
市
民

生
活
全
般
に
行
き
わ
た
る
よ
う
具
現
化
、

実
践
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
か
あ
り
ま

」
ぺ
割
ノ
。

市
民
憲
章
の
推
進

陰一’
L

観
光
資
源
は
、
花
貰
渓
谷
、
土
吊
山

お
よ
び
高
戸
海
岸
周
辺
一
帯
の
自
然
景

観
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
将
来
は
、

常
磐
Ⅲ
動
車
道
の
開
通
な
ど
に
対
処
す

る
た
め
、
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
首

都
圏
の
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
悠

備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

商
業
の
振
興

将
来
に
お
け
る
商
店
の
形
成
は
、
商

業
地
区
の
整
備
、
経
営
の
近
代
化
、
体

質
改
善
を
推
進
す
る
た
め
、
県
北
臨
海

地
域
商
業
近
代
化
計
画
、
お
よ
び
市
中

心
商
店
再
幣
備
構
想
を
垂
本
に
商
業
振

興
に
あ
た
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

安
心
し
て
楽
し
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
、
駐
車
場
を
商
店
街
な
ど

が
共
同
し
て
設
置
す
る
こ
と
を
促
進
し
、

地
元
吸
引
率
を
高
め
、
商
圏
の
拡
大
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
氏
ニ
ー
ズ
を
正
し
く
と
ら
え
、
そ

れ
を
い
か
に
計
画
に
反
映
さ
せ
る
か
、

計
凹
を
い
か
に
実
行
す
る
か
と
い
う
執

行
の
川
機
能
に
つ
い
て
、
能
率
化
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

と
く
に
、
事
務
事
業
の
選
択
、
組
織

機
柵
の
合
理
化
、
事
務
処
理
の
効
率
化

な
ど
に
科
学
的
な
検
討
を
加
え
る
と
と

も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
も
た

ら
す
こ
と
な
く
、
事
務
の
処
理
、
能
率

化
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

エ
手
十
ｑ

観
光
の
開
発

行
政
事
務
の
能
率
化

(5）
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り、

吃
月
Ｍ
日
、
君
田
中
学
校
で
ブ
ロ
ン

ズ
像
〃
紺
碧
の
空
に
〃
の
除
幕
式
か
行

わ
れ
ま
し
た
。

〃
紺
碧
の
空
に
〃
と
名
づ
け
ら
れ
た

こ
の
像
は
、
生
徒
の
可
能
性
、
君
田
の

発
展
、
自
然
の
美
し
さ
を
象
徴
し
た
も

の
で
、
へ
き
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
生
徒

に
地
域
の
課
題
を
自
覚
さ
せ
、
希
望
あ

る
将
来
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
願
い
が

こ
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

制
作
に
は
、
市
内
出
身
の
茨
城
大
学

教
授
山
崎
猛
先
生
が
あ
た
ら
れ
、
地
域

の
人
々
の
協
力
に
よ
り
建
立
の
運
び
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

地
元
の
協
力
で

ブ
ロ
ン
ズ
像
を
建
立

み
ん
な
の
広
場
完
成

高
萩
小
学
校
校
舎
の
北
側
に
「
み
ん

な
の
広
場
」
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
広

場
は
、
面
積
が
１
，
５
０
０
平
方
町
あ
り
、

、
ベ
ン
チ
や
炊
飯
設
備
な
ど
が
取
り
つ
け

ら
れ
、
土
手
を
利
用
し
た
ス
タ
ン
ド
が

き
れ
い
に
整
地
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
広
場
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
若
松
健
一

会
長
）
会
員
か
、
昨
年
９
月
か
ら
交
代

で
奉
仕
、
工
事
を
進
め
完
成
し
た
も
の

で
す
。こ
れ
か
ら
は
、
野
外
キ
ャ
ン
プ
、
音

楽
会
な
ど
、
児
童
会
を
中
心
に
広
場
の

利
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
斗
よ
＋
り
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
奉
仕
で｜

）

松
岡
幼
稚
園
に

〃
園
歌
〃
が
で
き
た
よ

さ
る
廻
月
９
日
、
松
岡
小
体
育
館
で

松
岡
幼
稚
園
の
圃
歌
の
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

現
在
市
内
の
幼
椎
同
は
、
公
立
４
、

私
立
１
園
で
約
６
０
０
人
の
圃
児
が
い

ま
す
が
、
嗣
歌
が
で
き
た
の
は
、
松
岡

幼
稚
園
が
初
め
て
で
す
。

作
詞
は
、
園
児
の
父
母
か
ら
募
集
を

し
て
い
た
も
の
で
、
鈴
木
い
つ
子
さ
ん

の
作
品
が
選
ば
れ
、
作
曲
は
、
園
長
の

井
坂
美
枝
子
さ
ん
で
、
覚
え
や
す
く
明

る
い
メ
ロ
テ
ィ
ー
で
す
。

こ
め
日
は
、
園
児
拓
人
と
父
母
が
参

加
、
圃
歌
を
楽
し
く
合
唱
し
ま
し
た
。

仙
勤
、
ノ
ー
『
里
州
力
、
た
も
《
そ
坐

州
か
こ
れ
を
聖

Ｍ
茨
城
県
北
で
は
ニ
ン
ニ
ク
、
ト
ウ
フ
、

州
ト
ウ
カ
ラ
シ
な
ど
を
つ
け
た
ヒ
イ
ラ
キ

州
の
小
枝
を
さ
し
て
お
く
と
、
そ
の
と
け

柳
に
さ
さ
れ
て
ひ
り
ひ
り
痛
み
、
い
や
な

州
に
お
い
と
、
す
ご
く
か
ら
い
の
に
お
ど

ｗ
ろ
い
て
鬼
が
逃
げ
帰
る
の
だ
と
い
い
伝

州
え
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
い
き
ん
は
や
つ

ｗ
て
い
る
の
を
見
か
け
な
い
」

”
卜
、
ヘ
ラ
は
暖
い
地
方
の
海
岸
に
生
え

典
し
い
る
柚
物
で
、
高
ざ
は
二
～
三
メ
ー

帆
ト
ル
に
な
る
”
常
緑
の
低
木
で
、
高
萩

州
あ
た
り
で
は
ハ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
と
よ
ん

ぃ
て
い
る
。
防
削
、
防
風
の
木
と
し
て
、

小
ま
た
海
浜
の
庭
園
樹
と
し
て
重
用
さ
れ

少
Ｌ
い
る
。
大
切
に
し
た
い
も
の
だ
。

日

ロ

二

三

二

．

一

二

二

。

二

》

『

△

三

マ

『

Ｆ

二

二

．

ロ

ニ

ニ

二

三

“

二

二

ｒ

二

二

．

二

竺

一

二

二

．

マ

ニ

ニ

二

旨

三

“

言

ロ

ニ

ニ

『

二

．

』

『

昌

。

二

二

二

・

二

三

二

．

二

『

二

Ｆ

二

⑯
鬼
が
逃
げ
帰
る

（
》

卜
。
ヘ
ラ
は
ト
ビ
ラ

キ
と
か
ト
ビ
ラ
ノ
キ
と

、
「
Ｉ
」
沌

も
よ
ば
＃
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
大
み
そ
か
の
夜

と
か
、
節
分
の
夕
刻
に

と
び
ら
（
家
の
出
一
人
ｕ
）

に
枝
葉
を
さ
し
て
お
く

と
、
鬼
を
追
い
払
う
こ

と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て

い

た

そ

れ

は

、

枝

葉

や

根

し
お
い
か
出
る
”
で
、
鬼

わ
っ
た
の
だ
と
い
、
フ
。

ト
ベ
ラ
科
ト
ベ
ラ

三

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
枝
の
先
州

に
芳
香
か
あ
っ
て
Ｈ
く
、
後
で
黄
色
に
帆

変
わ
る
五
弁
花
を
多
数
つ
け
る
．
花
後
叩

め
株
に
径
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
し
揃

い
果
実
を
つ
け
る
。
熟
す
る
と
三
裂
し
岬

て
中
か
ら
、
赤
く
粘
っ
て
種
子
が
顔
を
州

出
す
、
そ
の
種
子
は
小
鳥
に
食
、
へ
ら
れ
州

て
川
方
に
散
ら
さ
れ
る
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
高
戸
釣
・
力
葉
州

の
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
ひ
っ
そ
り
し
州

た
や
ぶ
か
げ
に
、
赤
い
繩
子
が
暖
か
く
ｗ

迎
え
て
く
れ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
伽

三
裂
す
る
順
序
が
よ
く
見
ら
れ
る
ト
ベ
ラ

の
果
実
Ｉ
前
会
員
（
元
山
の
内
製
薬
陥
高

萩
工
場
長
）
渡
会
春
雄
氏
提
供
ｌ

6
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々、

坐
り、

願
成
寺
に
は
妙
法
寺
の
よ
う
に
中
枇

か
ら
の
過
去
帳
が
な
い
の
で
、
樫
家
の

分
布
状
態
が
明
ら
か
て
な
い
。
し
か
し

同
じ
く
日
弁
に
よ
っ
て
開
基
き
れ
た
寺

院
な
の
で
、
教
線
は
妙
法
寺
と
重
な
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
文
三
年
二

六
六
三
）
の
「
開
基
帳
」
に
よ
る
と

願
成
寺
は
寺
内
除
地
二
石
八
斗
九
升
三

合
、
寺
領
八
石
二
斗
一
合
で
、
末
寺
二

三

三

三

三

三
弓＝脚“､

"q歴史

献
さ
れ 鴬明
る

斑

箪蕊蕊？
鱗議

圧
み
よ
い
社
会

〈
に
贈
ら
れ
る
成
人
善
行
表

赤浜妙法寺過去帳

（六十三）

志田諄－ 根本さん

（島名）

長久保さん

（赤浜）
り
に
貢

し
た
が
っ
て
、
願
成
寺
は
妙
法
寺
よ

り
も
は
る
か
に
規
棋
の
大
き
い
寺
院
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
「
松
岡
地
理
志
に

よ
る
と
、
願
成
寺
は
元
禄
十
二
年
二

六
九
九
）
八
月
よ
り
太
田
の
久
昌
寺
の

末
寺
に
な
り
、
文
永
十
一
年
二
二
七

四
）
二
月
の
日
運
筆
題
目
一
幅
、
日
弁

筆
の
題
目
一
幅
、
正
和
元
年
二
三
一

一
三
九
月
二
日
に
日
蓮
六
老
憎
の
一
人

で
あ
る
日
朗
筆
の
題
目
一
幅
、
明
徳
元

年
二
三
九
○
）
正
月
の
日
什
筆
の
題

目
一
幅
、
文
明
九
年
二
四
七
七
）
八

こ
れ
に
対
し
妙
法
寺
は
、
寺
内
除
地

五
石
六
斗
‐
六
升
六
合
で
、
末
寺
一
ヶ
寺

を
有
し
、
「
百
姓
旦
那
三
拾
人
」
と
あ

プ

（

》

〕

彰
に
、
長
久
保
正
次
さ
ん
と
根
本
昇
さ
然
の
こ
と
を
し
た
だ
け
な
の
に
。
こ
れ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
か
ら
も
、
自
分
な
り
に
が
ん
ば
っ
て
い

こ
れ
は
、
社
会
の
た
め
人
の
た
め
に
き
た
い
凶
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

勇気をもって黙々と善行を行ってきた人に日本善行会から贈られるものです。

長
久
保
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
剣
道
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
、
確
定
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
場

非
行
防
止
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
根
合
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
．

本
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
二
年
以
来
、
子
確
定
申
告
の
期
間
は
、
二
月
十
六
日

供
会
の
役
員
と
し
て
指
導
育
成
に
努
め
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

る
と
と
も
に
、
昭
和
Ⅲ
十
年
か
ら
は
市
し
か
し
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た

青
少
年
相
談
貝
と
し
て
街
頭
補
導
、
独
居
め
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
よ
り

一

三

三

一

三

三

一

一

一

一

三

三

三

三

三

三

一

一

三

三

一

三

三

三

一

三

三

三

一

三

三

三

一

三

三

三

一

一

一

一

一

一

三

三

三

三

三

三

三

一

三

一

三

三

一

三

三

三

三

一

三

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

三

一

一

三

三

三

Ｗ

ヶ
寺
を
有
し
、
「
百
姓
旦
那
五
百
六
拾
月
二
日
の
日
親
筆
の
題
目
一
幅
、
明
応
川

五
人
」
と
あ
る
。
六
年
二
四
九
七
）
日
朝
筆
の
題
目
一
Ⅲ

こ
れ
に
対
し
妙
法
寺
は
、
寺
内
除
地
幅
な
ど
を
寺
に
蔵
し
て
い
た
と
い
う
。
川

‐

老
人
な
ど
の
相
談
、
お
よ
び
交
通
事
蚊

坊
止
に
努
め
て
い
る
熱
怠
に
対
し
て
、

贈
ら
れ
ま
し
た
。

長
久
保
さ
ん
と
根
本
さ
ん
は
、
当

赤
浜
に
あ
る
願
成
寺

'' ''''''1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ｢ lⅡⅡ 1 ⅡIⅡ 1ⅡⅡ1 ⅡⅡⅡ

前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、
確
定
申
告

を
す
る
と
税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合

〈
雑
損
控
除
〉
災
害
や
盗
難
に
あ

い
、
住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
、
そ

の
損
害
額
が
年
間
所
得
の
－
０
％
を
超

え
た
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。な
お
、
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る
損

害
額
の
な
か
に
は
、
災
害
に
直
接
関
連

し
て
支
出
し
た
費
用
（
災
害
関
連
支
出

Ⅱ
た
と
え
ば
豪
雪
か
ら
家
を
守
る
た
め

に
雪
お
ろ
し
を
し
た
費
用
Ⅱ
）
が
、
含

ま
れ
ま
す
。
こ
の
災
害
関
連
支
出
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
五
万
円
を
超
え

る
部
分
の
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

〈
医
療
費
控
除
〉
本
人
や
家
族
の

方
か
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
、
そ
め
た
め

に
支
払
っ
た
医
療
費
が
五
万
円
ま
た
は

年
間
所
得
の
五
％
の
ど
ち
ら
か
低
い
方

の
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
部

分
の
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。
医
療
費
控
除
の
最
高
限
度
額
は

二
百
万
円
で
す
。

た
だ
し
、
保
険
な
ど
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
は
除
き
ま
す
。

〈
住
宅
取
得
控
除
〉
マ
イ
ホ
ー
ム

を
新
築
し
た
り
、
購
一
人
し
た
場
合
、
一

定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
定
額
控

除
と
し
て
一
〃
七
千
円
が
所
得
税
額
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
定
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
の

て
き
る
人
が
、
民
間
金
融
機
関
な
ど
か

ら
返
済
期
間
十
年
以
上
の
住
宅
ロ
ー
ン

の
融
資
を
受
け
て
い
る
場
合
、
一
年
間

ｰ

の
返
済
額
に
応
じ
て
最
高
三
万
円
か
所

得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

住
宅
取
得
控
除
は
、
居
住
し
た
年
か

ら
三
年
間
に
わ
た
り
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

居
住
し
た
最
初
の
年
に
確
定
申
告
を
す

れ
ば
、
二
年
目
、
三
年
目
は
年
末
調
整

で
控
除
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

確
定
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
早
力
匡
斉
ま
ぜ
ま
し
ょ
う
。

善
意
あ
り
が
と
う

○
清
塚
き
よ
Ⅱ
安
良
川三
九
、
七
一
四
円

○
永
谷
園
本
舗
（
産
業
祭
益
金
）

五
二
、
七
一
○
円

○
矢
代
良
三
Ⅱ
安
良
川
二
○
Ｃ
、
○
○
○
円

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ

ニ
○
○
、
○
○
○
円

Ｏ
高
萩
市
青
団
連
、
高
萩
青
年
会
議
所

（
〃
典
子
は
、
今
〃
益
金
）

五
二
五
、
四
五
０
円

○
高
萩
美
術
協
会
（
文
化
祭
色
紙
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
益
金
）
二
二
、
○
○
０
円

○
鈴
木
豐
男
Ⅱ
友
部
町

臨
海
学
園
へ

| 歯

五
、
Ｏ
○
○
円

高
萩
地
区
オ
ハ
ー
ル
婦
人
会

萩
の
里
へ

二
Ｏ
、
○
○
○
円

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
図
耆
購
入
代

と
し
て

五
○
、
○
○
○
円

■灘蕊

(7）



詳
騨
凝

印
年
度
に
保
育
所
へ
入
る
お
子
さ
ん
割
く
…
２
，
，
～
；
；
；
～
く
く
く
？
；
久

一
軟
式
野
球
》

を
募
集
し
ま
す
。

・
受
付
期
間
師
年
１
月
皿
日
（
木
）
一
審
判
員
の
募
壼
不
一

か
ら
１
月
鈍
日
（
土
）
》
§
：
；
；
；
ｆ
く
，
～
～
…
’
；
；
～
し

○
受
付
場
所
福
祉
事
務
所
社
会
係
軟
式
野
球
審
判
員
を
募
集
し
ま
す
。

（
申
請
書
類
も
こ
こ
で
交
付
し
ま
す
）
年
間
（
３
月
か
ら
Ⅱ
月
末
日
）
、
加

○
募
集
人
員
試
合
以
上
出
場
可
能
な
健
康
で
熱
意
の

高
萩
保
育
所
帥
名
あ
る
方
と
し
ま
す
。

秋
山
保
育
所
、
名
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
勤
務
先

同
仁
束
保
育
園
帥
名
を
記
入
の
う
え
、
市
民
体
育
館
（
電
話

聖
徳
保
育
園
帥
名
３
１
２
５
５
２
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

松
ヶ
丘
保
育
園
帥
名
さ
い
・

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
帥
名
な
お
、
服
装
は
自
己
負
担
で
す
。

三
三
一
一
三
一
一
三
三
一
三
一
一
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
害
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
圧

季

去年今年
しみじみと逝く年を'昔しみながら、 ’|亘例の紅白歌合戦

毎℃

をきく、やがて八幡宮の杜の－番太鼓が閏にこだまし、

〃一 寺々の除夜を告げる踵の音が響き濃ると、昭和57年の新

一 しき年の夜明けである。それにしても忽ちにして年去り
年来る、歳月の連きを感ずるのである。

絵と文伊藤龍馬

l l l I I I 1 1ⅡⅡlⅡl i lⅡlⅡⅡ1 1ⅡⅡ ⅡⅡl l lIllⅡl l l lll1l l l l l lⅡⅡl l l l I I 1ⅡlⅡlⅡⅡⅡ1 111ⅡⅡⅡⅡⅡIⅡ1 1ⅡⅡⅡⅡIⅡⅡⅡl ] lⅡⅡⅡ11 【 IⅡIⅡlⅡl I l I 1 1 I IⅡⅡⅡⅡⅡ1 1ⅡⅡⅡⅡ ] 1Ⅱ Ⅱ] lⅡⅡⅡ1 1 1ⅡⅡⅡ1 1 111ⅡⅡⅡ1 1ⅡⅡⅡⅡⅡⅡ

来
春
、
進
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
方
へ
、
進
学
に
必
要
な
資
金
を

ご
融
資
い
た
し
ま
す
。

◎
融
資
の
内
容

○
利
用
で
き
る
方
高
校
・
大
学
等
に

進
学
さ
れ
る
た
め
に
資
金
を
必
要
と
さ

れ
る
方

○
融
資
金
額
一
世
帯
あ
た
り
別
万
円

以
内若

い
人
は
、
と
か
く
「
老
後
な
ん
て

ま
だ
ま
だ
先
の
話
」
と
思
い
が
ち
で
し

ょ
う
が
、
将
来
受
け
取
る
年
金
は
加
入

か
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
有
利
な
の
で
す

今
後
、
老
人
の
占
め
る
割
合
は
増
え
る

一
方
で
、
老
後
の
生
活
設
計
は
、
若
い

う
ち
か
ら
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
刈
歳
に
な
っ
た
の

を
機
会
に
「
国
民
年
金
」
に
加
入
し
ま

一
く
一
＃
『
暑
雌
録
岬
阿
時
押
感
司
列
声
』
島
弐
藤
》

ゞ
国
民
年
金
に
〉

一
加
入
し
ま
し
ょ
う
《

Ｉ
ｌ
ｆ
Ｉ

ら溌遁お蕊睦

人口と世帯～

” 前月比

32ｩ 863（十59）

16，120（+27）

16，743(＋32）
鳶
：9， 63 :2（:＋15）

(56年12月1日現在）

た
だ
し
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
加
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
他
制
度
の
配

偶
者
や
大
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
希
望

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
か

で
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
老
後
の
暮

ら
し
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
た
い

も
の
て
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
国
民
年

金
係
（
電
話
３

２
１
１
１
内
線
２
２

４
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

○
融
資
期
間
高
校
三
年
以
内
、
大
学

四
年
以
内

○
利
率
年
八
・
三
％

○
保
証
人
一
名
以
上

○
取
扱
期
間
師
年
１
月
か
ら
師
年
４

月
ま
て
取
扱
機
関
は
、
国
民
金
融
公
庫
日
立

支
店
の
ほ
か
、
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信

託
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労

働
金
庫
、
農
協
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
金
融

機
関
で
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ｌ
）
Ｌ
Ｊ
、
可

（
） 峠

岨
Ｊ
勇
一
女
》
鍔

2月の日曜当番医
『
郡
卦
詳
竪
零
瞬
祁
諦
雪
Ｉ
》

転
膳
上

卵
年
皿
月
珊
日
か
ら
、
停
留
所
以
外

で
も
自
由
に
乗
降
で
き
る
「
自
由
乗
降

バ
ス
」
が
連
行
さ
れ
ま
し
た
。

○
自
由
乗
降
区
間

和
野
入
口
～
大
能

和
野
入
口
～
田
代
・
米
平

関
口
～
大
能
牧
場

内
城
～
花
園
（
北
茨
城
市
）

○
乗
車
方
法
乗
車
希
望
地
（
で
き
る

だ
け
道
路
幅
の
広
い
安
全
な
場
所
）
で

手
を
上
げ
て
合
図
し
て
ノ
、
だ
さ
い
。

○
下
車
方
法
下
車
希
望
地
卵
、
位
手

前
で
降
車
ブ
サ
ー
を
押
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
く
わ
し
く
は
日
立
電
鉄
㈱
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
ゞ

飯島医院大和町

樋渡医院大和町

十王医院' 十主町友部

I《g 和町

'て和町

2－22357廿

2 2202

14日

６
１

１
６
１

蛇
２
７
》

兜
３
１

２０１

３
《

期

21日 |石 〆寵= '芋 東本

'§｡ '倒萩溺伺病院 懲良

町
竺

川 3 1122

時間は、いずれも午前9 時から午後4時までです。

（8）


